
Lesson2 東洋占術の基礎 
 
１、陰陽説 
 
  古代中国の帝王、伏義が唱えた古代思想で、さまざまな分野に影響を与えている。 
  宇宙の全てのものは⼀対の「陰」と「陽」から成り⽴つと考える。 
   

 
 
 
２、五⾏説 
 
  宇宙の全てのものは、⽊・⽕・⼟・⾦・⽔の５つの要素から成り⽴っており、それら

の相関関係によってエネルギーの流れが変化し、さまざまな現象・物質が⽣じるとい
う思想。 

 
１）相⽣ 
  ⽊⽣⽕（⽊が燃えて⽕を⽣む） 
  ⽕⽣⼟（⽕は灰＝⼟を⽣む） 
  ⼟⽣⾦（地の鉱脈から⾦が⽣まれる） 
  ⾦⽣⽔（⾦が腐⾷して⽔に還る） 
  ⽔⽣⽊（⽔の⼒で気が育つ） 
 
２）相剋 
  ⽊剋⼟（⽊は⼟の養分を奪って育つ） 
  ⽕剋⾦（⽕は⾦属を溶かす） 
  ⼟剋⽔ （⼟は⽔を堰き⽌める） 
  ⾦剋⽊（⾦＝斧は⽊を切り倒す） 
  ⽔剋⽕（⽔は⽕を消す） 
 


